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CPX500 | CPX600 | CPX900 | CPX1500 |CPX2000
EI&H S 4Q RTLA | 200W 300W | 450W 750W 990W
1kHz(HTA) 8Q RTLA | 150W | 200W | 350W | 500W 700W
0.5%THD 8Q JUwyP | 400W 600W | 900W | 1500W | 1980W
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	CPX500/600/900/1500/2000
	POWER AMPLIFIER
	安全上の注意
	はじめに
	この度は、CPXパワーアンプシリーズをご購入いただき、誠にありがとうございます。本製品の性能を最大限に発揮させ、末永くお使いいただくため、ご使用になる前にこの取扱説明書を必ずお読みください。

	主な特徴
	製品仕様
	各部の名称
	フロントパネル
	バックパネル

	操作
	設定の前にアンプを含め、すべての音響機材の電源がOFF であることを確認してください。ステレオ/ブリッジ/パラレル切替スイッチをステレオに切替えます。次に入力信号をチャンネル１、およびチャンネル２に接続してください。次にアンプ背面にある出力端子にスピーカーを接続します。この時、フロントパネル上にあるゲイン・コントロールが最小レベルまで下げられているのを確認してください（最も左回りの状態）。アンプの電源を入れます。次に入力ソースの出力レベルを上げます。フロントパネル上にあるゲイン・コントロールを使い...
	設定の前にアンプを含め、すべての音響機材の電源がOFF であることを確認してください。ステレオ/ブリッジ/パラレル切替スイッチをブリッジに切替えます。次に入力信号をチャンネル１に接続してください。次にアンプ背面に配置された、チャンネル1のスピコン端子にスピーカーを接続します。次に音響機材の電源をON にしてください（アンプの電源は最後に入れるようにしてください）。アンプに入力ソースの信号を送信します。アンプの出力レベルを調節するには、チャンネル1 のゲインを操作してください。ブリッジ・モードで使用...
	設定の前にアンプを含め、すべての音響機材の電源がOFF であることを確認してください。ステレオ/ブリッジ/パラレル切替スイッチをパラレルに切替えます。次に入力信号をチャンネル１に接続してください。次にアンプ背面に配置された、スピコン端子にスピーカーを接続します。次に音響機材の電源をON にしてください（アンプの電源は最後に入れるようにしてください）。アンプの電源を入れます。次に入力ソースの出力レベルを上げます。出力音量はフロントパネル上にあるゲイン・コントロールにより、チャンネルごとに調整可能です。

	セットアップ
	CPX シリーズは１チャンネルにつき、XLRバランス入力コネクターと出力コネクターが1つずつ装備されています。ミキサーやチャンネルデバイダー等の出力端子から入力端子に接続します。それぞれの出力端子は入力端子と並列に接続され、外部機器への出力用端子として使用する事ができます。
	使用例：XLR ケーブルをチャンネル１入力に接続します。チャンネル１出力端子に接続したケーブルを、他のアンプの入力端子に繋いでパラレル接続をすることができます。
	アンプ背面にあるスピコン出力端子に、スピーカーを接続します。ステレオ、パラレルモードの場合、チャンネル１およびチャンネル２出力端子に接続します。ブリッジ・モードの場合、チャンネル1 のスピコン出力端子のみを使用し、スピーカーのプラス・リードをスピコンの1+、マイナス・リードを2+に結線して接続してください。正しい極性設定はスピーカーの位相不一致を防ぎ、結果として低音が損なわれることを防止します。

	保証書

